



The influence of mother's family cognition on self-acceptance of the mothers of 
children with intellectual disabilities 














































































































































社会的自己 |知的障害が鼠且| 1 0.46 O. 4951 O. 036 391 0.971 
第4因子 「家族の中で評価する精神的自己因子」 α=.875
27思いやり 364 一.132 一.041 .665 .686 
17やさしさ .150 .032 024 .657 .607 
28責任感 400 一.134 目。76 .515 .601 
18まじめさ .285 一.045 070 .509 .518 T132ZどE山ヲ|知的障害がホ，^，I 1 0.10 0.7531 0.00 391 1. 00 
負荷量平方和 7.543 7.015 
寄与率(累積寄与率)(%) 38.033 7.294 3.617 2.968 51.911 
表1 母親の自己受容度因子分析の結果
(プロマックス回転後)
No.質問項目 因子1 因子2 因子3 因子4 共通性
第 1因子:r人とのかかわりの中で評価する精神的自己因子」 α=.895
20積極性 .780 目095 一.167 .063 625 
21協調性 .680 .073 033 020 570 
19明るさ .633 022 一.037 .219 目588
26決断力 .605 目。16 一.030 140 469 
22情緒安定度 .569 089 139 一018 目497
29やる気 .565 一.053 一.047 .364 588 
24指導力 .540 .055 -.066 119 .375 
25のんきさ .535 一.023 096 一.030 .315 
第2因子:r身体的自己因子」 α=.868
3体力 .068 .797 -.052 一196 .528 
8運動能力 .113 .742 一.125 -.045 505 
6体つき ー.095 .713 一021 051 453 
9服装 一.020 .629 一.073 261 528 
7知性(学力) 一.081 .589 .127 224 .587 
5顔立ち 一.028 .582 .069 250 586 
4健康状態 .197 .560 .086 一回271 .420 
第3因子 「社会的自己因子」 α=.839
12家族 026 ー.133 .819 一.107 .503 
13住居 -.048 一.107 .696 055 396 
1経済状態 一212 .145 .574 .230 493 
032 158 .523 .090 目502
























F値 有意確率 t植 自由度有意確率
どもの母親 265 17目9 23.715 
知的障害がある子 128 119.27 22.488 





因子名 N 平均値標準幅量 Leveneの検定
F値 有意確率 I由 自由度 有意確率
知的障害がある 265 3. 260 O. 76 
人とのかかわりの 子どもの母親
中で評価する精神 知的障害がある 1.506 0.21 0.532 391 0.595 








































数(小学校入学後 2 年までの 6~8年群と義務教育を
終えた16年以上群)、母親の就業の有無(専業主婦群
と何らかの仕事に就いている就業群)、知的障害があ










1 %水準で (t=2.721df=263 p=0.007 <0.01)、JF2
において 5%水準で、 (t=2.307df=205. 323 p=0.022 
<0.05)有意差がみられた。 JF3においては有意傾向
がみられ (t=1.875df=263 p=0.062<0.10)、JF4に














よく まあ あまり 全く
聞いてくれる 聞いてくれる聞いてくれない聞いてくれない
回答数 148 27 2 88 
表5 i家族が話を聞いてくれることへの認識」の3群による
母親の自己受容総得点の平均値の比較
家族が聞いてくれるか IN 平均値標準偏差IF値 有意確率
聞いてくれない I 29 108.03 20.200 I 
まあ間いてくれる I148 15. 55 24. 237 
よく聞いてくれる I 88 125.36 22.013 
7.992 0.000 
































No. 質問項目内容 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 共通性
第一因子 「家族単位としての活動における凝集性」 α=.860 
13家族で何かをする時はみんなでやる .666 .177 314 .215 187 655 
15私の家族は皆で一緒にしたいことがすぐに思いつく .647 .239 225 .221 148 597 
9私の家族では自由な時間は家族と一緒に過ごしている 597 .052 .143 363 114 .525 
5私の家族はみんなで何かをするのが好きである 547 .270 .154 401 133 575 
19私の家族は家族がまとまっていることをとても大切にしている 494 .132 .252 386 353 598 
10私の家族は叱り方について親と子で話し合う 453 .331 .250 024 089 386 
第一因子 「意思決定における個々 の尊重」 α=.744 
2私の家族では問題の解決には子どもの意見も聞いている 一.017 .798 目168 .143 -.002 686 
4私の家族は子どもの言い分も聞いてしつけをしている .222 630 256 .133 081 .535 
12私の家族では子どもが自主的に物事を決めている .321 555 -.018 一.012 025 .412 
3家族はそれぞれの友人を気に入っている ー158 437 300 167 .068 .339 
第=因子:r問題解決における柔軟な対応性」 α=.746 
8私の家族では問題の性質に応じてその取り組み方を変えている 265 240 .511 243 153 471 
16私の家族では家事・用事は必要に応じて交代する 346 084 .507 .021 126 400 
1私の家族は困ったとき家族の誰かに助けを求める 088 .302 .495 .255 150 432 
6家族を引っ張って行く者は状況に応じて変わる .243 .245 .476 .299 -.257 502 
17私の家族では何かを決める時家族の誰かに相談する .399 .201 .442 .207 .354 563 
第四因子:r家族相互の親密性」 α=.721 
7私の家族は他人に対してよりも家族同士の方が親しみを感じている .179 目091 148ヨ .087 .511 
1私の家族はお互いがとても近しい存在であると感じている .374 目179 202 .183 .636 
第五因子:r家族役割の固定化」 α=.554 
18私の家族ではみんなを引っ張っていく者が決まっている .212 .002 -.053 
142F7171 
.780 
20私の家族では誰がどの家事・用事をするか決まっている .084 .062 .220 .056 .233 
負荷量平方和 2. 786 2.124 1.803 1.715 
















































Fl (家族単位 F2(意思決附(問題解 F4 (家族相 F5(家族役
としての活動に定における決における柔 Eの親密性) 割の固定化)
おける革集性) 個々の尊重) 軟な対応性)
JFl (人とのかかわりの中 0.319紳 0.385柿 0.305榊 0.273帥 O目233榊
で評価する精神的自己)
JF2 (身体的自己) 0.282紳 0.332柿 0.285糾 0.169" 0.082 
JF3 (社会的自己) 0.462" 0.419柿 0.403柿 0.315柿 0.255榊
JF4 (家族の中で評価する 。目218柿 0.286紳 0.275柿 0.250柿 0.130柿
精神的自己)
































































































































JF1 r人とのかかわりの FF2 母親の FF4 中で評価する精神的自己」 FF5 就業の有無
JF2 r身体的自己」 FF2 FF1 
JF3 r社会的自己」 FF1 FF2 家族が話を聞いてくれるかの認識
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